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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 25日 (2006.10.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 図 ５ に 示 し た ラ ジ ア ル ニ ー ド ル 軸 受 の 場 合 、 上 記 保 持 器 ３ の 外 周 面 ８ が 上
記 各 ニ ー ド ル ４ 、 ４ の ピ ッ チ 円 よ り も 内 径 側 に 位 置 す る 為 、 こ の 保 持 器 ３ を そ の ま ま 自 己
潤 滑 剤 を 含 む 材 料 製 と し て も 、 十 分 な 耐 久 性 を 確 保 す る 事 は 難 し い 。 こ の 点 に 就 い て 、 図
６ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 こ の 図 ６ に 示 す 様 に 、 保 持 器 ３ の 外 周 面 ８ が 各 ニ ー ド ル ４ 、 ４
の ピ ッ チ 円 α よ り も 内 径 側 に 位 置 す る と 、 こ れ ら 各 ニ ー ド ル ４ 、 ４ の 転 動 に 伴 っ て 、 こ れ
ら 各 ニ ー ド ル ４ 、 ４ の 転 動 面 と 、 前 記 各 ポ ケ ッ ト ７ 、 ７ の 外 周 面 ８ 側 の 開 口 縁 部 と が 擦 れ
合 う 、 所 謂 エ ッ ジ 当 た り が 発 生 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 上 記 各 ス テ ン レ ス 鋼 の う ち 、 Ｌ Ｎ Ｓ １ ２ ５ 及 び Ｅ Ｓ １ は 日 本 精 工 （ 株 ） 独 自 の 規 格
の 番 号 で あ る 。 こ の う ち の Ｌ Ｎ Ｓ １ ２ ５ は 、 Ｃ を ０ ． ６ 重 量 ％ ～ ０ ． ７ 重 量 ％ 、 Ｓ ｉ を １
． ０ ０ 重 量 ％ 以 下 、 Ｍ ｎ を １ ． ０ ０ 重 量 ％ 以 下 、 Ｃ ｒ を １ ２ ． ０ ～ １ ３ ． ５ 重 量 ％ 含 み 、
残 部 を 不 可 避 不 純 物 及 び Ｆ ｅ と し た 、 マ ル テ ン サ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 で あ る 。 又 、 Ｅ Ｓ ｌ
は 、 Ｃ を ０ ． ４ ４ ～ ０ ． ４ ６ 重 量 ％ 、 Ｓ ｉ を ０ ． ２ ～ ０ ． ４ 重 量 ％ 、 Ｍ ｎ を ０ ． ２ ～ ０ ．
４ 重 量 ％ 、 Ｃ ｒ を １ ２ ． ８ ～ １ ３ ． ２ 重 量 ％ 、 Ｎ を ０ ． ０ ９ ～ ０ ． １ ８ 重 量 ％ 含 み 、 残 部
を 不 可 避 不 純 物 及 び Ｆ ｅ と し た 、 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 又 、 上 記 セ ラ ミ ッ ク ス と し て は 、 例 え ば 、 窒 化 珪 素 （ Ｓ ｉ 3  Ｎ 4  ） 系 、 ジ ル コ ニ ア （ Ｚ
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ｒ Ｏ 2  ） 系 、 ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ 2  ０ 3  ） 系 、 炭 化 珪 素 系 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ Ｎ ） 系 、
炭 化 硼 素 （ Ｂ Ｎ ） 系 、 硼 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｂ 2  ） 系 、 窒 化 硼 素 （ Ｂ Ｎ ） 系 、 炭 化 チ タ ン （ Ｔ
ｉ Ｃ ） 系 、 窒 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｎ ） 系 、 或 は 、 こ れ ら を 複 合 さ せ た セ ラ ミ ッ ク 系 複 合 材 料 等
が 使 用 可 能 で あ る 。 又 、 本 発 明 を 実 施 す る 場 合 に 、 上 記 各 ニ ー ド ル ４ 、 ４ 及 び 外 輪 ２ を 構
成 す る セ ラ ミ ッ ク ス に は 、 破 壊 靱 性 や 機 械 的 強 度 等 を 向 上 さ せ る 為 、 繊 維 状 充 填 材 を 配 合
す る 事 も で き る 。 こ の 場 合 に 使 用 す る 繊 維 状 充 填 材 の 種 類 は 特 に 限 定 し な い が 、 例 え ば 、

、 窒 化 珪 素 ウ ィ ス カ 、 ア ル ミ ナ ウ ィ ス カ 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム ウ ィ ス カ
等 が 使 用 可 能 で あ る 。
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